
令和８年度園芸学会中四国支部シンポジウム 

「園芸分野における省力・効率化技術の実用化に向けて ～機械・システム開発と栽培技術の連携～」 

 

１． 開催趣旨 

近年、深刻な労働力不足を背景に、園芸分野における省力・効率化技術の実用化が期待されてい

ます。農業機械やシステムを開発し、現場に実装するためには、開発側が栽培現場に合わせること

も重要ですが、機械化に適した栽培体系に見直すといった双方の歩み寄りが不可欠になります。そ

こで、本シンポジウムでは、機械開発の事例紹介から、開発面と栽培面がいかに妥協点を見つけて

いけばよいかを考え、現場で本当に使える技術創出の一助とすることを目的とします。 

 

２．日時 

令和 8年 7月 17日（金）14:00～16：30（開場 13:30～） 

 

３．開催場所 

  ホテル千秋閣 ７Ｆ 鳳の間 

  〒770-0847 徳島県徳島市幸町３丁目 55番地、TEL 088-622-9121 

  ※本シンポジウムは対面方式のみでの開催となります（オンライン配信はございません）。 

 

４．プログラム 

14：00～14：10 開会挨拶 

 園芸学会中四国支部長 執行 正義（山口大学 大学院創成科学研究科 教授） 

   

14：10～14：40 基調講演 1「農作業の省力化と安全対策に向けたスマート農業技術等の導入促進（仮）」 

          講師：農林水産省農産局技術普及課 生産資材対策室 生産専門官 坪田 将吾 

   

14：40～15：30 基調講演 2「社会実装に向けた農業機械開発（仮）」 

          講師：鳥取大学 農学部附属フィールドサイエンスセンター長 

農業生産工学 教授 野波 和好 

   

15：30～15：40 休憩 

   

15：40～16：00 事例報告 1「イチゴの受精不良果を削減するポリネーター監視システムの開発」 

        徳島県立農林水産総合技術支援センター農産園芸研究課 主任研究員 植松 菜月 

  

 16：00～16：20 事例報告 2「なると金時の省力化を目指したかんしょ移植機の開発」 

          徳島県立農林水産総合技術支援センター 農産園芸研究課 課長 村井 恒治 

 

 16：30     閉会 

 

５．対象者および定員 
対象者：園芸学会会員、生産者、農林業関係団体、行政・普及指導員、その他関心のある方 
定員：100名 

 

６．参加費、参加申し込み方法 

  参加費：無料 
参加申し込み：【別紙】に必要事項を記入のうえ、7月 10日（金）までに、事務局あてに電子メールま 

たはファクシミリによりお申し込みください。 
 
７．お問合せ先（徳島県受付） 
  徳島県立農林水産総合技術支援センター農産園芸研究課 村井・鈴江 
  電話:088-674-1940 ファクシミリ:088-674-3114 

電子メール: murai_kouji_1@pref.tokushima.lg.jp 



別紙 

 

申込み先 

   ・農林水産総合技術支援センター農産園芸研究課 村井 

・ＦＡＸ：088-674-3114 

・電子メール: murai_kouji_1@pref.tokushima.lg.jp 

 

所属 氏名 緊急時の連絡先（電話番号やメールアドレス等） 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

園芸学会中四国支部会シンポジウム（令和 8年 7月 17日開催） 

参加申込書 


